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1）はじめに 

 すべての人は社会の一員として社会保障を受ける権利を持ち、なおかつ自己及び家族の健

康・福祉に十分な生活水準を保持するための保障を受ける権利がある1。しかし、WHO(世界

健康機関)によると、おおよそ世界人口の 70％以上は十分な社会的保護が行き渡っておらず、

世界人口の 40％は何らかの医療保険制度にも加入していない2。それに加え、高い医療費が

原因で世界では毎年約 1,5 億人が経済的な困難に陥っており、約 1 億人が貧困のラインを下

回っている3。 

 そんな状況の中で、近年では「人間の安全保障」という概念が国際社会の注目を集めてお

り、健康および医療の保障を含め、一人一人の人間への安全保障が重要視されてきている。

人間安全保障とは「人間一人ひとりに着目し，生存・生活・尊厳に対する広範かつ深刻な脅

威から人々を守り，それぞれの持つ豊かな可能性を実現するために，保護と能力強化を通じ

て持続可能な個人の自立と社会づくりを促す考え」4である。具体的に、人間の安全保障へ

の脅威は例えば、2011 年の東北大震災および福島第一原発の放射能漏れ事故、HIV/エイズ

といった「恐怖」や、貧困、飢餓、 教育・保健医療サービスの欠如などの「欠乏」である。 

 本稿の最初に述べた状況を見ると、保険医療サービスの欠如への対策が必要だと考えられ

る。なぜかというと、命に関わるような健康への危機があったと仮定すると，健康あるいは

生命保険がなければ人々は経済的困窮に陥る可能性があり、そういう状況になると人間の安

全保障が様々な面から影響されることになるからである。 

 しかし、開発途上国では国民の所得が比較的に低く、生命保険に加入するのに経済的な余

地がない傾向にある。そこで、重要な役割を担うのがマイクロ保険である。本稿では開発途

上国での人間の安全保障の実現に向けて、マイクロ保険の重要性を分析する。以下では、マ

イクロ保険の意義に触れてから、インドとインドネシアでのマイクロ保険の現状と課題を論

じていく。最後に、バングラデシュでの事例をもとに、効果的なマイクロ保険の実現に必要

な条件を提案する。 

 

2）マイクロ保険の意義 
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 マイクロ保険は一般的に、一件あたりの保障額が少ない小規模な保険を指す。主な対象は

従来の保険に加入することが難しい低所得者層、小規模事業主、インフォーマル・セクター 

で働く人々であり、生活上のリスクを回避・軽減するための手段として設計されている。ま

た、ILO はマイクロ保険を「特定のリスクの発生確率及び発生に伴って生じるコストに見合

った保険料と引き換えに、当該リスクに対する保障を提供する低所得者向け商品」5と定義

している。要するに、マイクロ保険は特定の保険商品に限らず、「低所得者向け」という要

素が重要である。 

 人間の安全保障の実現においてマイクロ保険は二つ役割を担っている。それは「社会保障

制度の補完」、「貧困削減」の手段である。 

ア） 社会保障制度の補完 

 2001年の ILOのデータによると、社会保障を受けている労働者は世界の労働者の 20%に過

ぎないと推定されいる6。また、サブサハラ、南アジアでは、労働者の 5～10%しかカバーさ

れていないと指摘されている。このような問題と本稿の最初に述べた問題を合わせて見ると、

社会保障の整備への需要が高いと考えられる。マイクロ保険は、低所得者向けの生命保険と

いう形で国が提供する社会保障・年金制度の代替機能およびリスクマネジメント機能を有す

る。 

 

イ） 貧困削減 

 世界銀行によると、2016 年時点で世界人口の 10％は貧困のラインである 2 ドル以下で生

活している7。近年では世界における貧困率は下がってきているものの、貧困の削減は依然

として簡単な目標ではない。本稿で取り上げている人間の安全保障からのアプローチの他に、

国際連合は SDGs（持続可能な開発）を通じて貧困の削減を促している8。しかし、2008 年の

経済危機により先進国の間では健全な財政の確保が困難で、貧困削減のための ODA （政府

開発援助）への姿勢が消極的になってきている9。そのため、貧困削減への取り組みに、裕

福な国が最貧困層に援助するという伝統的アプローチのほかに、マイクロ保険のような市場

ベースのアプローチが必要になってきている。 

 

3）アジアの開発途上国でのマイクロ保険の現状と課題 

 ア）インド 

 インドにおける社会保障への意識が高まったのは 1990 年代初頭からである。当時のナラ

シマ・ラオ政権による経済改革・開放政策によって、それまで国に管理されてきた外保険産

業が自由化され、民間企業の参入も認められるようになった。この自由化をきっかけに、都

市や農村の貧困地域を拠点とするＮＧＯ活動規制も緩和され、貧困削減への姿勢も積極的に

なっていった。また、当時は「社会保障にアクセスできない大多数の人口へ社会保障サービ

スが支給されるべき」という見解がインド中央政府を含む公的機関の間でも広がった10。そ

こで、1999 年に IRDA（保険規制開発庁）が設立され 2002 年には農村社会セクター向けの商
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品の販売が法的に義務付けられた。2005 年のマイクロ保険規制の導入に伴い、マイクロ保

険の市場が活発化していった。 

 実際、データ上ではインドにおける保険産業の成長が見られる。2001 年度から 2006 年

度にかけての保険料収入成長率は、生命保険で 165.2%、損害保険で 80.5%である11。また、

マイクロ保険市場単体では、2005 年以降に成長が見られる。インドのマイクロ保険の潜在

的な市場規模は、潜在顧客数が約 5 億人、 潜在保険料収入額は 12.5 億～16.8 億 US ドルだ

と見込まれている。 

 だが、国内におけるマイクロ保険の普及率は人口の 9％にとどまり、まだ潜在的市場の

14.7％を占めている（2014 年時点）12。今後の成長が期待できるものの、マイクロ保険の事

業継続に様々な課題が見られる。事例としては、「流通・販売コストの高さ」、「マーケテ

ィングの難しさ 」、「 データ不足による保険商品開発・保険料算定の難しさ」、「モラル

ハザード」などが挙げられる。茂木ら（2012 年）の主張のように、これらの課題への対応

としては国民の保険に対する意識、そして保険の知名度を高めることが重要で、保険教育の

推進が効果的な対策だと考えられる。 

 

 イ）インドネシア 

 人口対比のカバー率では、インドネシアにおけるマイクロ保険は 2010 年から 2012 年にか

けて、年間 103％の成長率が見られる13。しかし、インドと違い、インドネシアにおけるマ

イクロ保険の発展は比較的に遅い。その理由はスハルト政権の長年の開発独裁政治によって、

マイクロ保険は発展しておらず、また近年まではマイクロ保険に関する政治的な方針がなか

ったからである。 

 そんな中で、2008 年に Allianz （アリアンツ社）がマイクロ保険の事業を開拓し始めた。

世界の大手保険会社である Allianz の現地法人 Asuransi Allianz Life Indonesia は 2006 

年にマイクロ保険の実験的販売を行い、 2008 年 1 月から本格的な展開を始めた。このよ

うに、インドネシアではマイクロ保険に対する政府の姿勢は消極的で、制度と法律が固まっ

ていないまま市場が開拓された。今後、保険会社の間ではマイクロ保険のシェアを巡る競争

が推定される。 

 

4）有効なマイクロ保険の実現のために 

 インドとインドネシアの事例から見ると、マイクロ保険を成功に導くためには政治的な意

思と保険会社の積極性が必要で、産業と市場の開発には基盤となる制度や法律の設計も重要

な要素である。そういった事業環境が整えると、政府・保険会社・NGO の協働が生まれやす

くなる。では、なぜそういった協働が重要なのか。その理由は二つある。①運営・組織の面

から政府と NGO が保険会社を援助すると取引コストの抑制ができるからである、②政府・

NGO は保険リテラシーやマイクロ保険の教育を広めることにより、保険に対する国民の信頼

が構築され、それが結果的にマイクロ保険への加入につながるからである。 

 以上で述べた政府・保険会社・NGO の連携というフレームワークに基づいた事例は、JICA

と富国生命保険相互会社（以下、富国生命）及び 特定非営利活動法人プラネットファイナ

ンスジャパン（以下、PFJ）が 2013 年から実施されたバングラデシュでのマイクロ保険事業
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の試みである。2013 年 12 月から 3 年かけて、JICA・富国生命・PFJ は現地調査を行い、死

亡保険や医療保険などといった需要が見込める保険の種類や、長期契約が可能な保険料の水

準などの把握に取り組んだ14。実際の保険販売は現地のマイクロファイナンス実施機関が担

い、富国生命は商品設計や資産運用、財務管理のノウハウを提供していた。 

 実際、2015年 9月に開始した試験販売では予想以上の好調であった。5ヶ月で 3,000件超

の販売達成し、2016 年 1 月終了予定だった保険販売期間を 1 ヶ月早く終了することとなっ

た。また、期間内では 5 支店の約 8,000 名を分母として約 40%の加入率に達成した。この

事業で行った調査と試験販売の結果からは現地の強い保険ニーズが見られる。この事業が成

果を出したのは、JICA が富国生命と PFJ に資金援助・政治的援助を提供し、政府・保険会

社・NGOの協働が効果的だったからだと考えられる。 

 本稿では人間の安全保障という切り口でマイクロ保険の重要性に焦点を当ててみた。以上

の議論から、開発途上国での低所得者層や貧困世帯は、様々なリスクから脆弱である。リス

クへの対応手段の少なさ、そして費用の高さから、低所得者層は現在貧困ではなくても貧困

に陥りやすい。それに対し、政府が提供する支援は少なく、社会保障制度も整っていない。

人間の安全保障の実現のために、低所得者層・貧困層のためのセーフティーネットとして、

マイクロ保険は必要不可欠であろう。 
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